
【北海道豊浦町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場
○位置
北海道 豊浦町

○主要作物
・小麦、甜菜、かぼちゃ、ばれいしょ、

いちご 等

○主な支援施策
・道営畑地帯総合整備事業

・道営緊急畑地帯総合整備事業

・かんがい排水事業

・農道整備事業

区画整理・暗渠排水等により農業経営の安定化

新顔作物の導入と雇用の創出

クリーンで安心・安全な品質をアピール
生産拡大、ブランド力の向上

北海道

豊浦北地区 他

担
い

手

豊浦町新規就農者等招致育成条例を制定し支援

Ｕターン就農したＩさん

○排水性が改善され、小麦やてん菜からにんじん等高収益作物の作付
けが可能に

春野菜PRポスター

高収益作物の生産拡大とクリーン農業による確かな品質
とようらちょう

○基盤整備の実施により、にんじん等の生産
額が増加し農家所得が向上
○安心・安全・クリーンな農産物の通年提供を
PRしブランド力を向上

○既に登録済みのYES!cleanに加え「み
えるらべる」三ッ星をにんじん等で取得
○安心・安全・クリーンな農産物を消費
者に分かりやすくアピール

○新顔作物さつまいもの試験栽
培を開始
○さつまいもを育苗から行うこと
で通年雇用の創出を目指す

○条例を利用した新規就農者は9名（H25）→21名（R5）に増加
秋野菜 PRポスター

暗渠排水を整備

排水不良の状況

基盤整備
（R1年～R5年）基盤整備を行ったこと

で作業性・排水性がよ
くなり馬鈴しょ・にん
じん等の作付けを増や
すことができました。

出典：豊浦町農林課

【整備前】

○条例により初期投資・農地及び農業用施設賃貸借・経営継承研
修等を助成

１．1倍 １．4倍

（単位：百万円）

とようらきた

にんじん生産額 馬鈴しょ生産額



○毎年7月15日を「うらかわ夏いちごの日」と制定し、イベント
を開催することで、夏いちごのブランド化を積極的に推進
○継続的に品種開発・加工品販売を進め、
付加価値の高い市場を開拓
○ふるさと納税の返礼品として、いちごの他、
アイスやジャムの加工品なども対象に。

生

産

現

場

○浦河町農業担い手育成総合支援協議会が設立され、
ハウスリース制度や資材支援、技術指導を組み合わせ
て、新規就農希望者に対
する体制を構築
○浦河町で独自の補助金
制度を制定し就農を支援

（H17年～ ）

基盤整備

【北海道浦河町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

○位置
北海道 浦河町

○主要作物
・水稲、いちご、アスパラガス、牧草 等

○主な支援施策
・道営中山間総合整備事業

いちごの力を最大限に、未来を育む生産力

つくる・つなぐ・ひろがる、浦河の夏いちご力

夏いちご供給の新たなステージへ
ブランド力向上がもたらす販売拡大

北海道

浦河西部地区 他

【整備前】

○排水路で断面が不足しており､周辺
農地の冠水被害及び法面部崩壊等
への対策が課題であった

○農業用用排水施設の整備により、被害が防止され
いちごの生産性が向上した。

○浦河町で、試験栽培から始まった新品種「すずあかね」
に生産を統一し、2014年には夏いちご
の供給地として全国一の生産量
○さらに後継品種の「すずりっか」の導入
により収穫ピークを前倒し、初夏から夏
にかけての安定供給をいっそう強化

担

い
手

本州から移住し新規就農されたYさん

北海道の夏がくれた、小さな赤い宝石「夏いちご」。浦河町から全国へ

つくる力、ささえる町。浦河の農業スタート支援

1.6億円
2.2億円

H25 R4

浦河町夏いちご販売金額の推移

1.4倍
72t

92ｔ

H25 R4

浦河町夏いちご販売数量の推移

1.3倍

JAひだか東調べ

1 5 11

28 32

0

20

40

H12 H17 H23 H29 R4

浦河町調べ

戸

○地域の農業者が減少する中、新規就農者などの担い手
を確保するため、高収益作物（いちご）を導入し農業経営
の安定を図る。
○基盤整備事業の実施により、いちごの作付面積が増加、
販売額も増加し所得も向上。

○浦河町の夏いちごは主にお菓子やケーキの加工用とし使
われ、道内外の製菓メーカーやケーキ店などでも使用。
さらなる販路拡大を目指す。

排水路の整備に
より冠水被害が防
止され安定的な生
産が可能となりま
した。

研修制度を活用した新規就農者累計数

【協議会構成員】

町、農業委員会、土地改良区

ＪＡ、普及センター、指導農業士

農業士、受入研修農家等

排水路から越水し農地に冠水被害
が発生している状況

うらかわちょう

うらかわせいぶ



自動操舵システム

基盤
整備

【北海道北斗市・七飯町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場

○位置
北海道 北斗市・七飯町

○主要作物
・水稲、トマト、長ねぎ 等

○主な支援施策

基盤整備による生産性向上と営農作業の省力化

基盤整備と協働の取組

営農の効率化・省力化の取組

北海道

・用排分離されず非効率な用排水路
・排水不良で適期作業が困難

○水田の大区画化により、GPSガイダンスシステムや防除
ドローンといったスマート農業機械の導入を加速化。

○水稲直播栽培の導入で苗づくり・移植作業を省略して作業
労力を削減し、余剰時間で｢長ねぎ・トマト｣等の高収益作
物を生産拡大。

・国営かんがい排水事業
・道営農地整備事業
・道営畑地帯総合整備事業
・多面的機能支払交付金

担

い
手

次世代への継承と新たな担い手育成の取組

○新規就農者が直売所をオープンし、修学旅行生へ
の農業体験や地元中学生への職業体験を実施
（にじいろファーム）

○渡島・檜山農業改良普及センターとJA新はこだて
農業生産法人ネットワークによる「農業経営の法人
化」の取組
○「おしま農業のお仕事相談会」や「農業体験ツアー」
など新規就農者の育成・確保の取組
○JA花き共選施設や北斗市・七飯町農家での農福
連携の取組

直播に取り組んでいるTさん

地域の水稲直播栽培の生産拡大を支える「水田の大区画化」

おかみやち

御上谷地地区他
○北斗市・七飯町管内では、作業労力が削減可能な
水稲直播面積が年々伸びており、それとともに高収
益作物である長ねぎの作付面積も伸びている。

水稲直播と高収益作物の作付面積の拡大

出典
水稲直播：令
和１～６年度
水稲省力化
栽培調査（渡
島農業改良
普及セン
ター）
長ねぎ：主要
野菜作付実
態調査調査
（農務課）

図 北斗市・七飯町における水稲直播及び長ねぎ作付面積の推移

出典：北海道農業生産技術
体系（北海道農政部）

【整備前】不整形で狭小、現況：約0.4ha
乾田直播やGPS
ガイダンスシステム
の導入で、作業も
軽減。
ドローンによる
きめ細やかな防除
で、雑草も抑制し
ています。

【整備後】 大区画化及び汎用化、整備後：約1.2ha、排水性も改善

経営体御上谷地
地区

（R3年～R11年）

直播栽培は移植栽
培に比べ、育苗や
田植えの手間を省
き、1hr当たりの労
働時間が削減

水稲直播

長ねぎ

ななえちょうほくとし

長ねぎ作
付面積



13枚 平均1.0ha

（R3年～ ）

基盤整備

【北海道江差町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場

○位置 北海道 江差町

○主要作物
・水稲、大豆、かぼちゃ、馬鈴しょ、

ブロッコリー 等

○主な支援施策
・道営かんがい排水事業

・道営ほ場整備事業

・道営農村災害対策整備事業

・道営農地整備事業

・道営水利施設等保全高度化事業

基盤整備による生産性改善及び品質の向上

６次産業化や加工製品のブランド化

基盤整備を契機としたスマート農業（ICT）の導入

北海道

水堀地区 他

【整備前】

○区画が狭小で排水性が悪いため
農作業の効率が悪く、作物の生育
障害が発生し営農上の課題となっ
ていた。

担
い

手

新規就農や法人化の取組み

○「えさし水土里の会」で地域の大豆を
使った豆漬け・大豆かりんとうを製造。
ふるさと納税の返礼品として人気を集
めている

○R3・R4に各１名が新規就農。北海道指導農業士と北海道農業士を
中心に新規就農者のフォローアップ
○地域の担い手がR6.2月に法人化し「アグリ水堀㈱」を設立
農地の集積（規模拡大）を行ったことで効率的な生産体制を構築

アグリ水堀(株)のAさん

狭小な区画 排水性が悪い

○区画整理、暗渠排水で農地基盤を整備することにより、
農作業効率の改善が図られるとともに、排水改良により
作物の品質の向上が図られた。

防除用ドローン

豆漬け

品質が向上し所得が増えました。
また、ICT農業の導入で作業時間も短くなりました。

排水性改善

ドローンを活用した農家の声

（出典：江差町資料）

28枚 平均0.4ha

○RTK基地局からの電波を利用し、GPSガイダ
ンス・自動操舵田植え機・防除用ドローンを導入

ブランド力向上（大豆）・スマート農業の推進

大豆かりんとう

えさしちょう

販売単価の増加

○「大豆かりんとう」は「過疎地域等自立
活性化推進事業」の活用により江差ブ
ランドとして構築・定着している

大豆 販売単価（円/kg）

○排水改良により、良質で安定的な大豆の
生産が可能。品質が向上し、ブランド力の
向上により販売単価が上昇。

○大区画化とスマート農業導入により農作業を
効率化

○防除用ドローンにより防除作業時間が、
８８％程度削減

１日８時間の作業が１時間に！（農家聞き取り）

○天候により作業性や効果が変わる。
品質向上へも期待したい（農家聞き取り）

みずほり



基盤整備

【北海道鷹栖町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場○位置
北海道 鷹栖町

○主要作物
・水稲、小麦、大豆 等

○主な支援施策
・国営かんがい排水事業
・道営かんがい排水事業

担い手による集落の活性化

新規作物や6次産業化の取り組み 空き家を活用したゲストハウスを開業

北海道

北成地区

【整備前】

○区画が小さく、機械の効率が悪い
ため、農作業に時間がかかる

○作業効率の向上により経営規模拡大が可能となり、
担い手に農地を集約した

担
い

手

新規就農者の増加

○新規就農研修施設「鷹栖町

農業交流センター」で支援

○鷹栖町では基盤整備を
契機に新規就農が増加

H29に就農された照井さん

基盤整備をきっかけとしてゲストハウスを開業

ほ場の大区画化による営農作業の効率化

5枚の小区画1枚の大区画
（H27年～R5年)

照井さんの思い
〇町内に宿泊施設があったらいいのに
〇地域や農業を知ってほしい
〇人との交流で地域を活性化したい

基盤整備 （照井さん聞き取り）

☆大区画化で農作業時間が4割削減
☆集積が進み、農地に空家も付いてきた

令和6年2月 ゲストハウスGPlan開業♪

出典：鷹栖町

○北成地区の担い手や新規就農者で構成された地域
づくり委員会が、ドライブインシアターなど地域のイベ
ントを開催
○小学生や一般客を対象
に農作業体験を提供

○新しい町内・外を対象と
した事業を立案、実施

0.6ha

3.1ha

○新規作物（果樹やさつまいも）の導入やキッチンカー
での販売等6次産業にも取り組んでいる
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新規就農戸数累積

○空いた時間でゲストハウスの
運営が可能となり開業
○繁忙期の週末は予約で埋ま
り、道内外からグループ客が
訪れ賑わっている
○英会話やヨガ教室を開催する
など地域イベントの拠点として
人々の交流の場にもなっている
○人が集まることで新たな発想が生まれ、若手農業者を
中心に農村地域を活性化する原動力となっている

たかすちょう

ほ場が大きくなったことで作業
時間が大幅に減り経営面積を
13ha増やす事ができました。
また、事業を契機にゲストハウ
スを開業し交流の場となってい
ます。

ほくせい



第１位 幌加内町（北海道） 2,370 ton
第２位 深川市（北海道） 1,840 ton
第３位 旭川市（北海道） 889 ton
第４位 名寄市（北海道） 703 ton
第５位 剣淵町（北海道） 624 ton

そば収穫量　全国Best5

第１位 幌加内町（北海道） 3,230 ha
第２位 深川市（北海道） 2,360 ha
第３位 旭川市（北海道） 1,290 ha
第４位 音威子府村（北海道） 868 ha
第５位 名寄市（北海道） 798 ha

そば作付面積　全国Best5

（R1年～ ）

基盤整備

【北海道幌加内町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場

○位置
北海道 幌加内町

○主要作物
・水稲、そば、牧草 等

○主な支援施策
・道営水利施設等保全高度化事業

・道営経営体育成基盤整備事業

・道営中山間地域総合整備事業

・地域づくり総合交付金

排水性改善により、そばの収量安定化

幌加内そばの６次産業によるブランド化

そばの加工・貯蔵施設の設置 そばの作付面積・収穫量日本一

北海道

【整備前】
○北海道内でも有数の豪雪地帯であり、
排水不良により地域を代表する「そば」
の収量が不安定。

○作付面積増に対応するため、乾燥
調整施設等を設置し、高品質なそば
の出荷に努めている。

○「幌加内町そばブランド協議会」を組織し、加工販売
等に取り組んでいる。

○暗渠排水等の基盤整備により、
湿害に弱いそばの作付けが可
能となった。

○そば作付が栽培可能地のほぼ
全体となり、作付面積は横ばい
となったが、大雨被害が多発す
る近年においても単収は安定し
ており、そば作付日本一を維持
している。

そばを生産するYさん

暗渠排水により畑の排水性が良
くなった。ほ場の滞水も解消さ
れ、そばの単収が安定するよう
になった。

排水性改善による「そば」の作付面積・収穫量日本一とブランド化

幌加内町そば振興計画、農林水産統計より

作付面積 8倍

収穫量 7倍

ふすま粉を使った
そばビール

毎年好評の幌加内町
新そばまつり

幌加内そば特選ブランド

4月1日で1mの積雪
深があるところも

収穫後のほ場の
滞水状況

○暗渠排水などの排水性改善を行い、「そば」の品質向上・
安定化が実現。これにより作付面積が拡大し、昭和55年に
作付面積が日本一となった。

ほろかないちょう

令和4年農林水産統計より

・そば日本一の館（平成12年）

・農産加工センター（平成元年）

・そば日本一の牙城（平成25年）

幌加内北部地区 他
ほろかないほくぶ


